

























































A Consideration in the Preschool Teacher Efficacy
































































































た。乳児期を 0 ～ 2 歳、幼児期を
3 ～ 5 歳 と す る。 ① 乳 児（0 ～ 2




⑤乳児から幼児（2 ～ 3 歳）担当











都市部の被験者は 100 人、地方の被験者は 133
人である。
（２）保育者効力感と担当別について
被験者 244 人を①乳児（0 ～ 2 歳）担任 98 人、
②幼児（3 ～ 5 歳）担任 82 人、③フリー（一時
保育担当、支援センター担当を含む）20 人、④
主任（副園長を含む）12 人、⑤乳児から幼児（2
～ 3 歳）担当 12 人の 5 群に分け、保育者効力感
の分散分析と多重比較を行った。結果、1 要因の
分散分析では、第 1 因子は主効果なし、第 2 因子
は主効果あり（F ＝ 2.991　p<.05）、第 3 因子は




１．人とかかわる基盤をつくる 23.63（3.53） 23.33（3.42） -0.65
２．発達的視点で子どもを捉えかかわる 19.89（3.40） 21.17（3.67） 　2.74**
３．子ども同士の関係を育てる 21.66（3.20） 22.37（3.36） 1.64
４．基本的な生活習慣・態度を育てる 22.55（3.39） 23.09（3.26） 1.23






子と第 5 因子を多重比較した結果、第 2 因子では




第 5 因子では 3 群（フリー等）より 4 群（主任
等）のほうが有意に高い結果が得られた（p<.05）。
1 群（乳児担当）より 4 群（主任等）のほうが有
意に高い結果が得られた（p<.05）。
さらに、1 群の乳児担当保育者（99 人）と 2 群
の幼児担当保育者（82 人）のみでの t 検定を行


























































因子 ①乳児 ②幼児 ｔ値
第 1 因子 23.82 22.87 1.88（p<.10）
第 2 因子 20.63 20.15 0.87（n.s.）　
第 3 因子 22.16 21.60 1.15（n.s.）　
第 4 因子 23.12 22.38 1.52（n.s.）　
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資料１　保育者効力感質問紙
保育に関する質問
東萌保育専門学校　　岩﨑　桂子
　今回、現場で保育を行う先生方にどのような信念を持ち、日々保育を行っているのかについて、お聞きしたいと思います。
　尚、この質問に答えて頂いた結果は、すべて数値化し分析のみに用います。得られた情報は外部に漏れることのないよう
に管理を徹底いたしますので、あまり深く考えず素直にお答えください。
　お忙しい中、お手数をお掛けしますが、ご協力のほどよろしくお願いします。
当てはまるものに○を付け、記入してください。
①性別　　　　　　　　　男・女
②年齢　　　　　　　　　　　歳
③現在の役職　　　　　　園長・主任・（　　　）歳児担任・フリー・その他（　　　　　）　
④保育者歴　　　　　　　（　　　　）年
⑤園の所在地　　　　　　（　　　　）県（　　　　　　）市・町・村
次のページから質問項目が始まります。
　保育に関する質問
　以下の質問について、保育者としてご自身はどのような保育を心掛けているかを、１「全く自信がない」、２「かなり自
信がない」、３「やや自信がない」、４「どちらともいえない」、５「やや自信がある」、６「かなり自信がある」、７「非常
に自信がある」、の１～７の数字でお答えください。
１、信頼される存在として子どものそばにいること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）
２、子どもの人間関係の発達に応じてかかわること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）
３、けんかや葛藤を経ながらも、子ども同士で解決できるように援助すること　　　　　　　　（　　）
４、子どもが生活上のルールを知ることができるように保育すること　　　　　　　　　　　　（　　）
５、地域のお年寄りなど身近な人に感謝の気持ちが持てるよう実践すること　　　　　　　　　（　　）
６、子どもにとって心のより所になること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）
７、子どもの人間関係の育ちに即して、環境を構成すること　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）
８、自己主張や反抗も自我の育ちと捉えて適切に対応すること　　　　　　　　　　　　　　　（　　）
９、社会生活上の習慣や態度を子どもが身につけていけるよう援助すること　　　　　　　　　（　　）
10、子どもが地域の人々など自分の生活に関係のある人に親しみを持てるよう援助すること　　（　　）
11、子どもとの安定した関係を築くこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）
12、子どもの人間関係の発達について、見通しを持って援助すること　　　　　　　　　　　　（　　）
13、子どもが他の子どもの発言や気持ちを受け入れられるように援助すること　　　　　　　　（　　）
14、決まりや約束の大切さに気づき守ろうとする態度が育つ保育をすること　　　　　　　　　（　　）
15、特別な支援を要する子どもも含めたクラスの豊かな関係を作ること　　　　　　　　　　　（　　）
16、子ども一人一人をありのままに受け入れること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）
17、保育の展開と人間関係の育ちを結び付けて捉えること　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）
18、園生活の中で、必要な道徳性を身に付けるように保育すること　　　　　　　　　　　　　（　　）
19、子どもが良いことや悪いことがあることに気づき行動できるよう実践すること　　　　　　（　　）
20、外国の人などの文化の違いに気づき尊重する心が育つよう保育すること　　　　　　　　　（　　）
21、子どもの自我（思い・言い分）を大切にすること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）
22、子どもの人間関係の育ちについて専門的な知識を生かすこと　　　　　　　　　　　　　　（　　）
23、子どもが友達と関わることで充実感や満足感を味わえるような保育をすること　　　　　　（　　）
24、園生活の中で子どもが自立心を育むこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）
25、子どもが様々な人と触れ合いながら人間関係を広げていけるよう援助すること　　　　　　（　　）
（東萌保育専門学校専任教員　岩﨑桂子）
小池学園研究紀要　第 5 号
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